
（別紙３）

～ 令和7年4月12日

（対象者数） 49 （回答者数） 29

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者の方へどんなことに挑戦してほしいか

どんなことを経験してほしいか等を聞き取り

実践できるようにしていく

2
避難経路の確認や、動画視聴、クイズ等、たくさんの内容、

方法で実施できるようにしている

3

集団活動では、学校で参加することが難しい児童も多い為

学校でも行うような内容にしている

終わりの会では司会が固定化しないようにしており

人前に出るのが苦手な児童には誰かと一緒に等、配慮してい

る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 来所する児童に合わせての勤務体制にしていく

2

3

○事業所名 すまいるべーす

○保護者評価実施期間
令和7年3月11日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

曜日によってできる内容の偏りがある 職員の男女比率

イベントの内容、多さ
職員同士でしっかりと連携が取れる様心掛けている

月に一度の避難訓練

時期に合わせた避難訓練を実施するようにしている

(冬前には火災を想定した避難訓練)

長期休暇には防災センターへ行く等

実際に体験出来るような機会を設けている

毎日の集団活動、終わりの会

季節に応じた制作や、他者との関わりを持つことを

目的とした内容の活動を毎日行っている

終わりの会では児童に司会をしてもらい、他児童への

質問、挨拶をしてもらっている

事業所における自己評価総括表公表


